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１．景観計画策定までの取組について

平成元年４月１日
平成２年１月１日
平成5年〜平成21年

平成16年12月17日
平成22年４月１日
平成24年７月１日
平成25年１月１日

茨木市都市景観整備基本要綱制定
茨木市都市景観整備基本計画策定
都市景観整備地区デザインマニュアル策定（８地区）
平成５年 阪急高架周辺地区
平成６年 茨木鮎川線周辺地区
平成９年 中央通り周辺地区
平成12年 エキスポロード周辺地区
平成15年 川端通り、桜通り周辺地区
平成16年 彩都地区
平成19年 道祖本摂津北線周辺地区
平成21年 椿の本陣周辺地区

景観法施行
茨木市が景観行政団体へと移行
茨木市景観計画策定、茨木市景観条例制定
大阪府より屋外広告物許可等に関する事務移譲
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２．景観計画について
（１）計画の目的・位置づけ（第１章：１〜２ページ）

○ 景観法を活用した今後の景観行政の全体像を一つの計画書として
示すことを目的

○ 市⺠、事業者、行政それぞれが、将来の景観のあり方を考え、共
有し、住み続けたいまちを未来へ継承していくための指針で、本
市の良好な景観形成を誘導していくための方針

○ これまでの茨木市の景観行政を重視し、その理念等を踏襲すると
ともに、大阪府の景観行政、さらには関連計画との整合に留意し
て策定
⇒景観計画策定以前までの景観行政の取組みであった「茨木市都
市景観整備基本計画」「都市景観整備地区デザインマニュアル」
の内容は景観計画に反映
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２．景観計画について
（２）茨木市の景観特性（第２章：５〜１４ページ）

○ 以下の本市の景観要素ごとに、景観上の特性と課題を整理

 自然景観 ：北摂山系の森林、棚田や集落、田園、河川 等
 市街地景観：住宅地、商業地、工業地 等
 歴史的景観：⻄国街道、⻲岡街道 等
 沿道景観 ：一般国道171号、府道大阪中央環状線等の広域幹線道路沿道
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２．景観計画について

（４）茨木市の景観形成の目標（第４章：１８〜２０ページ）

 自然景観 ：自然が身近に感じられる景観をつくる
①山並み景観 ②田園景観 ③道路景観 ④水辺景観

 市街地景観：うるおいと周りへの配慮が感じられる市街地景観をつくる
①住宅地景観 ②商業地景観 ③工業地景観 ④眺望景観

 歴史的景観：歴史の趣が感じられるまちなみをまもる
①歴史景観

 沿道景観 ：心地よさが感じられる沿道景観をつくる
①沿道景観 ②眺望景観

（３）茨木市のめざすべき景観像（第３章：１５〜１７ページ）

○都市計画マスタープランにおけるまちづくりの基本理念『「人持ち」
でつながる「人力タウン」茨木』、関連計画、及び現況調査やアン
ケート調査から得られた景観特性を踏まえて設定

北摂の自然と歴史に育まれ うるおいと心づかいの感じられるまち いばらき

○景観要素ごとの特性を踏まえ、景観形成の目標を設定
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２．景観計画について
（５）景観計画区域の設定（第５章：２１〜２４ページ）

① 景観計画区域：本市全域

② 景観計画区域の区分
 みどり・田園景観区域：市街化調整区域
 まちなみ景観区域 ：市街化区域

①自然景観 ③沿道景観 ④市街地景観

みどり・田園景観区域
（市街化調整区域）
・自然景観
・歴史的景観
・沿道景観

まちなみ景観区域
（市街化区域）
・市街地景観
・歴史的景観
・沿道景観

景観形成地区

【景
観
要
素
】

【景
観
計
画
区
域
】

②歴史的景観

シンボル的景観
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③ 景観形成地区
 本市のシンボルと言える景観であ

り、市として景観形成上重要と考
える地区、及び地元発意によって
積極的に景観形成を進めようとし
ている地区を「景観形成地区」に
指定

 景観計画策定以前の「デザインマ
ニュアル策定８地区」を、景観特
性に応じて５つの地区に区分し、
景観形成地区に指定

1) にぎわい景観形成地区 ：阪急高架周辺地区、中央通り周辺地区、茨木鮎川線周辺地区、
エキスポロード周辺地区（東部）

2) 元茨木川緑地景観形成地区 ：川端通り、桜通り周辺地区
3) 彩都景観形成地区 ：彩都地区
4) 歴史的景観形成地区 ：椿の本陣周辺地区
5) 沿道景観形成地区 ：エキスポロード周辺地区（⻄部）、道祖本摂津北線周辺地区

２．景観計画について
（５）景観計画区域の設定

＜景観形成地区名＞ ＜デザインマニュアル地区名＞
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２．景観計画について

① みどり・⽥園景観区域（２５〜２６ページ）
 眺望を守る
 周辺の自然環境への影響を軽減させる
 緑の量を確保する
 落ち着きのある景観を保全する

② まちなみ景観区域（２７〜２８ページ）
 眺望を守る
 圧迫感を軽減する
 ゆとり・うるおいを感じさせる
 歴史を感じさせる
 周辺と調和した景観を形成する

（６）良好な景観形成の方針（第６章：２５〜３３ページ）

- 8 -



２．景観計画について
（６）良好な景観形成の方針

③ 景観形成地区（２９〜３３ページ）

1) にぎわい景観形成地区（２９ページ）
 中心市街地にふさわしい景観を形成する
 ゆとり・うるおいを感じさせる
 周辺と調和した景観を形成する
⇒中心市街地における最近の動向や景観上の
課題を反映させる必要がある

2) 元茨木川緑地景観形成地区（３０ページ）
 季節感ある環境を保全する
 ゆとり・うるおいを感じさせる

3) 彩都景観形成地区（３１ページ）
 眺望を守る
 賑わいと緑空間を創出する
 落ち着きのある景観を形成する
 ゆとり・うるおいを感じさせる

4) 歴史的景観形成地区（３２ページ）
 歴史を感じさせる
 ゆとり・うるおいを感じさせる

5) 沿道景観形成地区（３３ページ）
 眺望を守る
 魅力ある沿道景観を形成する
 周辺と調和した景観を形成す
 ゆとり・うるおいを感じさせる
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２．景観計画について

① 景観法第16条第1項に基づく届出対象行為（３４〜３６ページ）

（７）行為の制限に関する事項（第７章：３４〜５９ページ）

届出対象行為 対象物 規模
みどり・田園区域 まちなみ景観区域 景観形成地区

新築、増築、改築もし
くは移転

外観を変更することと
なる修繕もしくは模様
替え又は色彩の変更

建築物
①階数3以上
もしくは
②建築面積300㎡以上

①階数4以上
もしくは
②高さ10ｍ以上
もしくは
③建築面積1000㎡以上
（増築にあたっては、既存建築
物の建築面積との合計が1000㎡
以上のもの）

すべて

新設、増築、改築もし
くは移転

外観を変更することと
なる修繕もしくは模様
替え又は色彩の変更

工作物
（広告塔は除く）

①地盤面からの高さが10
ｍ以上
もしくは
②築造面積300㎡以上

①地盤面からの高さが10ｍ以上
もしくは
②築造面積1000㎡以上

すべて

開発行為
土地

行為地の面積500㎡以上 行為地の面積1000㎡以上 すべて
土地の形質の変更 行為地の面積1000㎡以上 行為地の面積1000㎡以上 すべて

物件の堆積 その他 行為地の面積1000㎡以上 行為地の面積1000㎡以上 すべて
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２．景観計画について
（７）行為の制限に関する事項

② 景観形成基準（３７〜５９ページ）
「みどり・田園景観区域」、「まちなみ景観区域」及び「景観形成地区
（５地区ごとに設定）」について、以下の行為ごとに、良好な景観形成
のために、配慮すべき事項の基準を設定

行為 配慮すべき事項

建築物の新築又は移転等
 配置、規模、高さ
 形態、意匠
 色彩
 素材
 光源等
 緑化、外構

工作物の新設又は移転等

開発行為
 方法土地の形質の変更

物件の堆積
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① 景観重要建造物の指定の方針
 歴史的、文化的価値を有していると認められる建造物
 地域の景観形成を推進する上でシンボルとなり得ると認められた建造物
 地域における伝統的な様式を継承していると認められる建造物
 市⺠に親しまれ、愛され、誇りとなっていると認められる建造物

２．景観計画について
（８）景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針（第８章：６０ページ）

② 景観重要樹木の指定の方針
 樹種、樹齢、樹容等からみて、景観上優れていると認められる樹木
 地域のランドマークやシンボルとなっていると認められる樹木
 市⺠に親しまれ、愛され、誇りとなっていると認められる樹木

※景観重要建造物及び景観重要樹木の指定をしようとするときは、あらかじ
め、景観審議会の意見を聴かなければならない。（景観条例第２２条）
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○市として屋外広告物に対する考え方を整理した上で、（仮称）「茨木市屋外
広告物条例」を制定し、誘導

○市中心部に位置し、シンボル的な景観として位置づけられた「にぎわい景観
形成地区」の屋外広告物に関する方針を設定

⇒景観計画と連動した屋外広告物の規制・誘導を行うため、市の独自条例を制
定する必要がある。

２．景観計画について
（９）屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の

制限に関する事項（第９章：６1ページ）

（10）景観重要公共施設の整備に関する事項（第10章：６2ページ）
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○建築物等を対象とした景観形成基準だけでなく、道路、河川、公園等の公共施
設も景観に配慮して整備していくことが必要

○そのため、道路、河川、公園についての景観重要公共施設の整備に関する基本
方針を設定



① 誇れる景観づくりの意義（６３ページ）

２．景観計画について
（11）誇れる景観づくりの実現に向けて（第11章：６3ページ〜６８ページ）
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② 市⺠・事業者・行政の意識を⾼める（６３ページ）
1) 市⺠の役割
2) 事業者の役割
3) 行政の役割

③ 各地区での実践を促進する（６４〜６６ページ）
1) 市⺠による景観まちづくり

○ 提案制度（景観法第１１条第２項）
○ 景観協定（景観法第８１条第１項）

 山手台新町景観協定（平成２４年９月１３日〜）
 彩都Ｅ１１街区景観協定（令和２年１２月１７日〜）

2) 勉強会等の開催
 景観づくりに関する「シンポジウム」
 地区の景観について話し合う「タウンミーティング」等

3) 表彰制度の活用（茨木市景観条例第２６条）
○ 現在までに景観賞を６回開催



④ 効果的な景観誘導のための仕組み（６７ページ）

２．景観計画について
（11）誇れる景観づくりの実現に向けて

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度※
届出件数 109件 99件 93件 121件 90件

景観アドバイザーによる助言件数 8件 1件 4件 8件 2件

【参考】実績件数
※R2.4.1〜
R3.1.20

届出（景観法第16条）事前協議（景観条例第９条）

景観アドバイザー
○ 市･市⺠･事業者等が行う良好な景観の形成に向けた取組について専門

的な助言や指導を行う（景観条例第31条）
⇒大規模な建築物の建築等に際して、アドバイザー会議を開催して、助言・指導

助言・指導
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中心市街地等における景観形成・保全推進事業の概要について

資料２

2021年2月12日

茨木市都市整備部都市政策課



〜 目次 〜

１．取組の背景
（１）中心市街地に関連した最近の動向
（２）中心市街地における現状と課題

２．取組の目的と成果

３．取組の進め方とスケジュール

４．令和２年度の取組内容（詳細）
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１．取組の背景

①中心市街地において進行しているプロジェクト
・中⼼市街地では、市⺠会館跡地エリアや元茨木川緑地、阪急茨木市駅⻄⼝・

JR茨木駅⻄⼝において新たな拠点形成に向けた事業が進みつつあります。

②次なる茨木・グランドデザイン／クラウドプロジェクト
・次なる茨木・グランドデザイン（案）では、中⼼市街地で展開する各事業の効果
を、ある一つの場所での出来事「点」で終わらせるのではなく、全体に「面」的
に波及させていくため、多様な主体（⺠間、市⺠、⼤学、企業等）と関係・対話
（＝クラウドプロジェクト）しながら、中⼼市街地の全体像、将来像を描いて
いきます。

③国土交通省が示すウォーカブル推進都市の考え方・イメージ
・国土交通省が掲げる「居⼼地がよく歩きたくなるまちなか」の形成に向けた取組
である「ウォーカブル推進都市」にも賛同しています。

（１）中心市街地に関連した最近の動向
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①中心市街地において進行しているプロジェクト
・中⼼市街地では、市⺠会館跡地エリアや元茨木川緑地、阪急茨木市駅⻄⼝・JR茨木駅⻄⼝において
新たな拠点形成に向けた事業が進みつつあります。

●中心市街地で進んでいるプロジェクト●中心市街地で進んでいるプロジェクト●中心市街地で進んでいるプロジェクト●中心市街地で進んでいるプロジェクト

１．取組の背景
（１）中心市街地に関連した最近の動向

中心市街地活性化基本計画中心市街地活性化基本計画中心市街地活性化基本計画中心市街地活性化基本計画
中⼼市街地を「多様な文化が集い、まちへの愛
着を育む賑わい拠点」として魅力ある空間にし
ていくため、産官学⺠多様な主体による様々な
事業を取り纏めた実行計画

JRJRJRJR茨木駅西口再整備茨木駅西口再整備茨木駅西口再整備茨木駅西口再整備
交通結節点に相応しい機能の
充実及びにぎわい空間の創出
を図るとともに、商業、業務、
文化、居住などの都市機能の
充実を図る取組

元茨木川緑地リ・デザイン元茨木川緑地リ・デザイン元茨木川緑地リ・デザイン元茨木川緑地リ・デザイン
開園から40年を経過した元茨木川緑地について、単なるリ
ニューアルでなく、現状の良さを残しつつ、「市の誇れる
財産」として⻑く親しまれる緑地を目指して更新する取組

阪急茨木市駅阪急茨木市駅阪急茨木市駅阪急茨木市駅西口再整備西口再整備西口再整備西口再整備
交通結節点に相応しい機能の充実
及びにぎわい空間の創出を図ると
ともに、商業、業務、文化、居住
などの都市機能の充実を図る取組

次なる茨木・グランドデザイン次なる茨木・グランドデザイン次なる茨木・グランドデザイン次なる茨木・グランドデザイン
統一感のある中⼼市街地の整備を図るため、そ
の将来のイメージやコンセプトを示し、多様な
主体と共有し、発展しながら作り上げる取組

市民市民市民市民会館跡地エリア活用会館跡地エリア活用会館跡地エリア活用会館跡地エリア活用

茨木小学校

養精中学校

茨木高校

春日丘高校

岩倉公園
立命館大学

市⺠会館跡地を含む周辺エリアを、市⺠と
の対話などから得られたコンセプトを踏ま
え、これからの市⺠の新たな憩いや活動の
場として整備する取組
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②次なる茨木・グランドデザイン（案）で示すまちづくりの考え方
・次なる茨木・グランドデザイン（案）では、中⼼市街地で展開する各事業の効果を、ある一つの場所
での出来事「点」で終わらせるのではなく、 全体に「面」的に波及させていくため、多様な主体
（⺠間、市⺠、⼤学、企業等）と関係・対話（＝クラウドプロジェクト）しながら、中⼼市街地の
全体像、将来像を描いていきます。

●中心市街地のコンセプト●中心市街地のコンセプト●中心市街地のコンセプト●中心市街地のコンセプト

進め方① 活動を促す場づくり（ハード）
⇒面で捉え、波及効果を生み出す

進め方②多様な主体による活動（ソフト）
⇒人々の出会いや活動を生み出す

目指す
まちなかの姿

・多様な活動による居⼼地が良く歩きたくなるまちなか（ウォーカブルシティ）
・人々の出会い・交流により新たなコトや価値を創出し、エリアの魅力・価値を向上

コンセプト︓都市と⾃然が次いでいる中⼼市街地

ＪＲ
茨木駅

阪急
茨木市駅

市⺠会館
跡地エリア

南北軸（⾃然・⽂化的要素）
元茨木川緑地

東⻄軸（都市的要素）
中央通り、東⻄通り

次なる茨木・
クラウド

市⺠

ＮＰＯ⾏政

新たな
参加者

専門家
大学

企業

まちづくり
の担い手活動が生まれる

中間領域

１．取組の背景
（１）中心市街地に関連した最近の動向
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③国土交通省が示すウォーカブル推進都市の考え方・イメージ
・国土交通省が掲げる「居⼼地がよく歩きたくなるまちなか」の形成に向けた取組である「ウォーカブル
推進都市」にも賛同しています。

１．取組の背景
（１）中心市街地に関連した最近の動向

●「居心地がよく歩きたくなるまちなか」形成のイメージ●「居心地がよく歩きたくなるまちなか」形成のイメージ●「居心地がよく歩きたくなるまちなか」形成のイメージ●「居心地がよく歩きたくなるまちなか」形成のイメージ（国土交通省HPより抜粋）
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・本市のメインストリートである東⻄軸（中央通り、東⻄通り）は、歩道が狭く、⾃動⾞中⼼の道路と
なっています。さらに、⾃転⾞の利用者も多く、歩道上で歩行者・⾃転⾞の錯綜がみられます。
・また、日差しを遮るものや座る場所が少ないため滞在しにくく、通り過ぎる歩行者が多いため、
にぎわいに欠けています。
・景観計画では、中⼼市街地を「にぎわい景観形成地区」へ位置づけ、良好な景観形成を誘導しています
が、通り全体のイメージの共有や空間の活用の視点が不足しています。

①東⻄軸（拠点を結ぶ都市的要素をつなぐ軸）：中央通り、東⻄通り

●中央通り●中央通り●中央通り●中央通り ●東西通り●東西通り●東西通り●東西通り

（２）中心市街地における現状と課題

対象エリア図対象エリア図対象エリア図対象エリア図

１．取組の背景

茨木小学校

養精中学校

茨木高校

岩倉公園

阪急茨木市駅～市役所

市役所～JR茨木駅

阪急茨木市駅～市役所

市役所～JR茨木駅

− 6 −

：にぎわい景観形成地区



・茨木城廃城後、在郷町として発展した中⼼市街地には、歴史・文化的価値のある町家等が多く残されて
いますが、保全及び活用がされておらず、その数が減りつつあります。
・景観計画では、景観形成地区などの位置づけは無く、在郷町エリアとしてのあり方を整理する必要が
あります。

②在郷町エリア（歴史文化が感じられる街の個性）

●歴史・文化的にも価値がある町家●歴史・文化的にも価値がある町家●歴史・文化的にも価値がある町家●歴史・文化的にも価値がある町家 ●災害等により損失・滅失した町家●災害等により損失・滅失した町家●災害等により損失・滅失した町家●災害等により損失・滅失した町家
対象エリア図対象エリア図対象エリア図対象エリア図

中央通り

東西通り

１．取組の背景
（２）中心市街地における現状と課題

上泉町
東宮町

片桐町 宮元町

本町

元町
別院町

大手町

新庄町

大住町

永代町

茨木小学校

養精中学校

茨木高校

岩倉公園

− 7 −

大手町大手町大手町大手町

宮元町宮元町宮元町宮元町

本町本町本町本町

大手町大手町大手町大手町



・⼤阪府屋外広告物条例に基づき規制しており、本市景観計画と整合が図れていません。
・そのため、特に商業系用途地域や幹線道路沿道において、景観に配慮されていない屋外広告物が多く
みられ、広告物の数量や面積、色彩が過度な傾向にあります。

③屋外広告物

●商業系用途地域●商業系用途地域●商業系用途地域●商業系用途地域 ●幹線道路沿道●幹線道路沿道●幹線道路沿道●幹線道路沿道

１．取組の背景
（２）中心市街地における現状と課題
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JRJRJRJR茨木駅周辺（駅前一丁目）茨木駅周辺（駅前一丁目）茨木駅周辺（駅前一丁目）茨木駅周辺（駅前一丁目）

阪急茨木市駅周辺（永代町）阪急茨木市駅周辺（永代町）阪急茨木市駅周辺（永代町）阪急茨木市駅周辺（永代町）

中央通り（大手町）中央通り（大手町）中央通り（大手町）中央通り（大手町）

阪急茨木市駅阪急茨木市駅阪急茨木市駅阪急茨木市駅周辺（永代町）周辺（永代町）周辺（永代町）周辺（永代町） 国道国道国道国道171171171171号（三島丘一丁目）号（三島丘一丁目）号（三島丘一丁目）号（三島丘一丁目）

府道２号府道２号府道２号府道２号 中央環状線（高浜町）中央環状線（高浜町）中央環状線（高浜町）中央環状線（高浜町）



東西軸において、歩いて楽しく
滞在や活動したくなるような魅力

ある景観形成を図ります

２．取組の目的と成果

【目的】
・中⼼部の各拠点をつなぐメインストリートとして、道路空間と沿道建築物が一体となった、歩いて
楽しく滞在や活動したくなるような魅力ある景観形成を図ることにより、各拠点のにぎわいを面的に
広げ、中⼼市街地の活性化に寄与します。
【取組の成果】
・そのための指針となるｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを策定するとともに、必要事項を景観計画に反映します。

（１）東⻄軸

景観計画への反映景観計画への反映景観計画への反映景観計画への反映

■ガイドラインに記載を検討する項目
・エリアの将来像
・道路空間のデザイン
→路面、照明灯、街路樹、ｻｲﾝなどのﾃﾞｻﾞｲﾝ

・沿道建築物のﾌｧｻｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝなどの基準
・空間の利活用、運営の方針や仕組み
・整備工程 など

■景観計画に記載を検討する項目
・道路空間のデザイン（東西軸を景観重要公共施設
へ位置づけ）
→整備に関する事項及び占用基準として反映

・沿道建築物のファサードデザインなどの基準
→景観形成地区及び景観形成基準として反映

・ガイドラインの位置づけについても検討

●拠点からエリア（面）へ、にぎわいの広がりのイメージ●拠点からエリア（面）へ、にぎわいの広がりのイメージ●拠点からエリア（面）へ、にぎわいの広がりのイメージ●拠点からエリア（面）へ、にぎわいの広がりのイメージ

活動を促す場づくり（拠点・ハード）
⇒面で捉え、波及効果を生み出す

コンセプト︓都市と⾃然が次いでいる中⼼市街地

ＪＲ
茨木駅

阪急
茨木市駅

市⺠会館
跡地エリア

南北軸（⾃然・⽂化的要素）
元茨木川緑地

東⻄軸（都市的要素）
中央通り、東⻄通り

ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定

参考事例：御堂筋
参考事例：豊田市
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松山市（花園町通り）松山市（花園町通り）松山市（花園町通り）松山市（花園町通り）

姫路市（大手前通り）姫路市（大手前通り）姫路市（大手前通り）姫路市（大手前通り）



中心市街地や市中心市街地や市中心市街地や市中心市街地や市
としてのとしてのとしてのとしての

風格風格風格風格やややや価値価値価値価値の向上の向上の向上の向上

【目的】
・中⼼市街地に残る町家などの歴史・文化的資産を活かした景観まちづくりを、地域住⺠等が主体となっ
て進め、地域に愛された個性ある街並みを形成することにより、中⼼市街地、ひいては市としての風格
や価値の向上を目指します。
【取組の成果】
・そのための指針となるまちづくりガイドラインを策定するとともに、必要事項を景観計画に反映します。

（２）在郷町エリア
２．取組の目的と成果

●町家活用・保全の取組継続によるエリアの価値向上●町家活用・保全の取組継続によるエリアの価値向上●町家活用・保全の取組継続によるエリアの価値向上●町家活用・保全の取組継続によるエリアの価値向上

景観計画への反映景観計画への反映景観計画への反映景観計画への反映

■ガイドラインに記載を検討する項目
・エリアの将来像
・公共空間のデザイン
→路面、照明灯、ｻｲﾝなどのﾃﾞｻﾞｲﾝ
・町家やその他の建築物のデザイン基準
・民間オープンスペースのデザイン
・町家等の利活用の方針
・利活用の仕組みや支援策
・まちなみ形成や保全に向けた地域のルール など

■景観計画に記載を検討する項目
・町家等の建築物・ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽのﾃﾞｻﾞｲﾝ基準
→景観形成地区及び景観形成基準として反映
・ガイドラインの位置づけについても検討予定

まちづくりガイドラインの策定まちづくりガイドラインの策定まちづくりガイドラインの策定まちづくりガイドラインの策定

保全・修景

活用

事例1

参考事例：空堀地区まちなみ
ガイドライン

参考事例：堺環濠都市北部地区
まちなみガイドライン

・
・
・
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【目的】
・景観計画と整合した屋外広告物の誘導を図り、地区の特性に応じて建築物等と一体となった魅力ある
景観形成を目指します。
【取組の成果】
・そのための指針となるガイドラインを策定し、規制基準については市独⾃の条例を制定し、位置づける
とともに、景観計画にも反映します。

（３）屋外広告物
２．取組の目的と成果

ガイドラインは、屋外広告物の規制基準についてのわかりやすい解説版
として策定します。また、許可申請手続きについても記載します。

屋外広告物ガイドラインの策定屋外広告物ガイドラインの策定屋外広告物ガイドラインの策定屋外広告物ガイドラインの策定

●地区の特性イメージ

商業系用途地域商業系用途地域商業系用途地域商業系用途地域
拠点・駅前

快適性・にぎわい
など

幹線道路幹線道路幹線道路幹線道路沿道沿道沿道沿道
眺望
統一感
など

地区の特性に応じた規制基準地区の特性に応じた規制基準地区の特性に応じた規制基準地区の特性に応じた規制基準

・
・
・

参考事例：枚方市屋外広告物ガイドライン 参考事例：高槻市屋外広告物ガイドライン

●本市独自の屋外広告物条例の制定・景観計画への反映●本市独自の屋外広告物条例の制定・景観計画への反映●本市独自の屋外広告物条例の制定・景観計画への反映●本市独自の屋外広告物条例の制定・景観計画への反映

規制基準規制基準規制基準規制基準
の設定の設定の設定の設定
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良い事例も盛り込み、
良好な屋外広告物の
誘導ツールとして
活用します。

景観計画への景観計画への景観計画への景観計画への反映・条例の制定反映・条例の制定反映・条例の制定反映・条例の制定

■景観計画・屋外広告物条例に記載を検討する項目
・地区ごとの規制基準（数量、面積、色彩など）



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

取組の進め方と取組の進め方と取組の進め方と取組の進め方と
スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

３．取組の進め方とスケジュール
（１）東⻄軸

景
観
計
画
へ
の
反
映

（
景
観
計
画
変
更
）

反映 反映 反映

将
来
像

（
案
）
の
作
成
・
共
有

将
来
像

（
素
案
）
の
作
成
・
共
有

ス
ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

ストリートデザインガイドラインストリートデザインガイドラインストリートデザインガイドラインストリートデザインガイドラインの検討の検討の検討の検討

反映

ワークショップ等を
通した将来像等の
検討・共有

現況調査・分析等

例：御堂筋将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ
将来の状況をﾋﾞｼﾞｭｱﾙに提示

公共空間の使い方の
検討・社会実験

管理・運営
組織の検討

ＷＳの事前準備

取組の担い手となる
キーパーソンとWS

により公共空間（道
路空間や⺠地オープ
ンスペースなど）の
あり方について意見
交換を行いながら、
通りの将来像を検討
していきます。

Ｒ３年度に作成した
将来像の実現に向け
て、景観の視点から
できること（公共空
間の使い方）を検討
し、実際に社会実験
として「試してみ
る」を実施します。

取組を継続し
たものとする
ため、これま
での検討で協
力いただいた
キーパーソン
と、管理・運
営組織の検討
を行います。

社会実験に向けた検討社会実験に向けた検討社会実験に向けた検討社会実験に向けた検討

事業者等活動の担い手、
地権者や地域団体の代
表者など、取組のキー
パーソンになり得る人
へのヒアリング等を実
施します。
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御堂筋でのマーケット

伊丹市酒蔵通りでの空間形成



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

取組の進め方と取組の進め方と取組の進め方と取組の進め方と
スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

３．取組の進め方とスケジュール
（２）在郷町

景
観
計
画
へ
の
反
映

（
景
観
計
画
変
更
）

反映 反映

将
来
像

（
案
）
の
作
成
・
共
有

将
来
像

（
素
案
）
の
作
成
・
共
有

ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

まちづくりガイドラインの検討まちづくりガイドラインの検討まちづくりガイドラインの検討まちづくりガイドラインの検討

反映

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等を通した
将来像等の検討・共有

町家等活用策の
検討・社会実験

活用の支援策と
仕組みの検討

反映

反映

現況調査・分析等
大学生・地域の小学
生によるﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ

まちづくりへの機運
醸成のため、学生に
参加してもらい、取
組を始めます。

調査や学生との取組
から得られた知見を
参考に、地域住⺠や
活動の担い手となる
キーパーソンと将来
像を検討します。

将来像の実現の第
一歩として、町家
の活用を検討、実
践します。

将来像に相応しい、まちなみを実現する
ためのルールづくりを運用方策も視野に
⼊れて地域住⺠と検討します。

取組を継続し
たものとする
ため、町家活
用などのキー
パーソンと、
管理・運営組
織の検討を行
います。

社会実験に向けた検討社会実験に向けた検討社会実験に向けた検討社会実験に向けた検討

ＷＳの事前準備

事業者等活動の担い手、
地権者や地域団体の代
表者など、取組のキー
パーソンになり得る人
へのヒアリング等を実
施します。

− 13 −

活用事例：町家での植木市

活用事例：町家での作品展示



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

取組の進め方と取組の進め方と取組の進め方と取組の進め方と
スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

屋
外
広
告
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
の
作
成

３．取組の進め方とスケジュール
（３）屋外広告物

景
観
計
画
へ
の
反
映

（
景
観
計
画
変
更
）

屋
外
広
告
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

屋
外
広
告
物
条
例

の
制
定

規制誘導方針および
具体的な規制内容の

検討

現況調査・分析等

屋外広告物ガイド
ライン（案）の検討

調査から得られた、
屋外広告物の地区
特性を元に、課題
地区を中⼼に規制
誘導方針とその内
容を検討します。

令和３年度の取組
を踏まえ、ガイド
ラインの内容を整
理するとともに、
条例案、景観計画
への反映を検討し
ます。

屋
外
広
告
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
素
案
）
の
作
成

・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
の検討

・条例案、
景観計画へ
の反映
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①①①①東⻄軸沿道建物・構造物調査東⻄軸沿道建物・構造物調査東⻄軸沿道建物・構造物調査東⻄軸沿道建物・構造物調査（実施時期：令和３年１月・２月）
【調査概要】東⻄軸沿道の建物について、⾊彩、１階部分の利⽤状況（⽤途、植栽、軒先の活⽤等）、

屋外広告物、空地・空家等、さらには道路構造物（サイン、ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｬｰ等）を調査し、
ワークショップや社会実験に向けた資料整理を行います。

②②②②交通量調査交通量調査交通量調査交通量調査（実施時期：令和３年２月３日（平日）、２月７日（休日））
【調査概要】東⻄軸における交通実態の把握のため、交通量の基礎データ把握に向けた調査を実施

します。調査には、自動車・歩行者・自転車交通量のカウントを実施します。

③③③③中心市街地における公共空間の利⽤実態調査中心市街地における公共空間の利⽤実態調査中心市街地における公共空間の利⽤実態調査中心市街地における公共空間の利⽤実態調査（実施時期：令和３年３月上旬）
【調査概要】 Beacon・GPSデータを活⽤し、中心市街地の人の滞留場所、滞在時間、人の流れを把握

します。さらに、滞留が見られた箇所や道路などの公共空間において利⽤実態を把握します。

④④④④地元組織・キーパーソンへのヒアリング地元組織・キーパーソンへのヒアリング地元組織・キーパーソンへのヒアリング地元組織・キーパーソンへのヒアリング（実施時期：令和３年２月・３月）
【調査概要】次年度以降のワークショップや社会実験に向けて、事業者等活動の担い手や地域団体の

代表者など、キーパーソンへのヒアリングを実施し、地域の特徴や目指す方向性について、
意見交換を実施します。

【【【【調査目的調査目的調査目的調査目的】】】】
令和3年度・令和4年度に実施するWS・社会実験において活⽤する基礎資料として、各種状況を把握する
調査を実施し、データ分析・整理を行います。また、事業者等活動の担い手や地域団体の代表者など、
キーパーソンへのヒアリングを実施し、方向性の確認や地域の状況把握を行います。

東西軸検討に関する調査等東西軸検討に関する調査等東西軸検討に関する調査等東西軸検討に関する調査等

４．令和２年度の取組内容（詳細）
◆◆◆◆現況調査現況調査現況調査現況調査・分析等・分析等・分析等・分析等
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①①①①在郷町における町家分布・魅力調査在郷町における町家分布・魅力調査在郷町における町家分布・魅力調査在郷町における町家分布・魅力調査（実施時期：令和３年1月下旬・２月）
【調査概要】平成21年に実施した町家実態調査の結果を踏まえ、約10年経過した現在の状況調査を実施

し、現存状況等を把握します。また、在郷町の中でまちなみや公共空間の特徴（特徴的な
構造物、建築物の形態、素材や⾊彩など）を抽出し、エリアの将来像作成に向けた基礎
資料として整理します。

②②②②歴史・文化的価値整理の為の建造物文献調査歴史・文化的価値整理の為の建造物文献調査歴史・文化的価値整理の為の建造物文献調査歴史・文化的価値整理の為の建造物文献調査（実施時期：１月〜２月）
【調査概要】歴史的又は文化的な価値がある建物について、保全の可能性を模索するため、在郷町を

含めた全市的なエリアにおいて、文献調査により対象建物の抽出を行います。

③③③③大学や地域の小学校との連携検討、地元組織・大学や地域の小学校との連携検討、地元組織・大学や地域の小学校との連携検討、地元組織・大学や地域の小学校との連携検討、地元組織・ｷｰﾊﾟｰｿﾝｷｰﾊﾟｰｿﾝｷｰﾊﾟｰｿﾝｷｰﾊﾟｰｿﾝへのﾋｱﾘﾝｸﾞへのﾋｱﾘﾝｸﾞへのﾋｱﾘﾝｸﾞへのﾋｱﾘﾝｸﾞ（実施時期：１月〜３月）
【調査概要】エリアでの取組の機運を高めるため、将来像検討などのワークショップに先立ち、大学生

や地域の小学生との連携について検討します。また、事業者等活動の担い手や地域団体の
代表者など、キーパーソンへのヒアリングにより、エリアの特性や魅力の抽出を実施します。
そこでの成果をワークショップで共有することで、多様な視点からの意見を反映させます。

在郷町エリアに関する調査等在郷町エリアに関する調査等在郷町エリアに関する調査等在郷町エリアに関する調査等

屋外広告物の調査等屋外広告物の調査等屋外広告物の調査等屋外広告物の調査等

①①①①屋外屋外屋外屋外広告物の現況広告物の現況広告物の現況広告物の現況調査調査調査調査（実施時期：令和３年１月〜２月）
【調査概要】現在、本市が抱える屋外広告物に関する課題を全市的な視点（特に、商業系⽤途地域と

幹線道路沿道）から整理し、本市独自の規制基準検討の下調査として実施します。

４．令和２年度の取組内容（詳細）
◆◆◆◆現況調査現況調査現況調査現況調査・分析等・分析等・分析等・分析等
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事業検討体制と審議会等のスケジュール

資料３

2021年2月12日

茨木市都市整備部都市政策課



■庁内関係部署
中心市街地のプロジェクト関連
：市⺠会館跡地活⽤推進課、公園緑地課、
市街地新生課
空き家・空き店舗活⽤関連
：居住政策課、商工労政課
道路整備・管理、開発・建築行為関連
：建設管理課、道路交通課、審査指導課

都市政策課都市政策課都市政策課都市政策課
茨木市茨木市茨木市茨木市

景観アドバイザー景観アドバイザー景観アドバイザー景観アドバイザー
・景観アドバイザーは、市・市⺠等が⾏う良好な景観の形成に向けた取組について専門的な
助言・指導等を⾏う。
・本事業においては、本事業の目的を達成するために取組むWS、社会実験、各ガイドラインの内容
及び景観計画の見直し内容について、指導、助言を⾏う。

WSWSWSWS・社会実験を通じて策・社会実験を通じて策・社会実験を通じて策・社会実験を通じて策
定した各ガイドラインを定した各ガイドラインを定した各ガイドラインを定した各ガイドラインを
踏まえた景観計画の変更踏まえた景観計画の変更踏まえた景観計画の変更踏まえた景観計画の変更
内容について意見聴取内容について意見聴取内容について意見聴取内容について意見聴取

助言・指導

参画

審議会との情報共有を図る必要があるため、審議会への参画を提案

景観審議会景観審議会景観審議会景観審議会
景観計画の変更などについて
調査審議するための附属機関

検討体制と景観審議会・景観アドバイザーの役割・関係性

― 1—



景観アドバイザーの紹介

分野分野分野分野 氏名氏名氏名氏名 所属・役職所属・役職所属・役職所属・役職

建築・色彩建築・色彩建築・色彩建築・色彩 中井川中井川中井川中井川 正道正道正道正道
京都美術工芸大学京都美術工芸大学京都美術工芸大学京都美術工芸大学 工芸学部工芸学部工芸学部工芸学部

教授教授教授教授

ランドスケープランドスケープランドスケープランドスケープ 武田武田武田武田 重昭重昭重昭重昭
大阪府立大学大学院大阪府立大学大学院大阪府立大学大学院大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科生命環境科学研究科生命環境科学研究科生命環境科学研究科

准教授准教授准教授准教授

環境デザイン環境デザイン環境デザイン環境デザイン 松本松本松本松本 邦彦邦彦邦彦邦彦
大阪大学大学院大阪大学大学院大阪大学大学院大阪大学大学院 工学研究科工学研究科工学研究科工学研究科

助教助教助教助教
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景観審議会とアドバイザー会議の開催イメージ
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

景観審議会景観審議会景観審議会景観審議会

アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー
会議会議会議会議

（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）
東西軸東西軸東西軸東西軸

（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）
在郷町在郷町在郷町在郷町

（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）
屋外広告物屋外広告物屋外広告物屋外広告物

・各年度、前半に『前年度取組の報告』、『当該年度取組の予定』を説明
・後半では、『当該年度取組の中間報告』、『次年度取組概要』を説明

・R5年度は、景観計画変更内容を
審議予定

・景観アドバイザー会議は必要に応じ、適宜開催を予定

景
観
計
画
へ
の
反
映

（
景
観
計
画
変
更
）

反映 反映 反映

ＷＳの事前準備

ス
ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの検討検討検討検討

反映

ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定

まちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのまちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのまちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのまちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの検討検討検討検討

大学生・地域の小学生
によるﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等を通した将来像
等の検討・共有

反映 反映

将
来
像

（
案
）
の
作
成
・
共
有

屋
外
広
告
物
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定

条
例
の
制
定

屋
外
広
告
物

将
来
像

（
素
案
）
の
作
成
・
共
有

ワークショップ等
を通した将来像等の

検討・共有

公共空間の使い方の
検討・社会実験

現況調査・分析等

ＷＳの事前準備

反映

現況調査・分析等

管理・運営組織
の検討

町家等活用策の
検討・社会実験

活用の支援策と
しくみの検討

屋外広告物ガイドラインの検討
規制誘導方針および具体的な規制

内容の検討
現況調査・分析等

年6回程度開催予定 年6回程度開催予定 年３回程度開催予定

社会実験に向けた検討

社会実験に向けた検討
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